















○ 上海・武漢訪問記 ---「国際交流科目」と 3 つの工場見学(上) 
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上海・武漢訪問記 ---「国際交流科目」と 3 つの工場見学(上) 
京都大学大学院経済学研究科 黒澤隆文助教授 
1.訪問目的と「国際交流科目」準備状況 






















3 月 1 日。上海華普汽車訪問(後述)。その後長距離列車に短区間(松江站-上海站)乗車。所
得水準の低い内陸地方等との関係を知るうえでは，出稼労働者等も利用する長距離列車は
格好の素材で，これも昨年の例に倣った。 
3 月 2 日。「上海都市計画展示館」訪問。日本人学生にとっての最初の衝撃は，おそらく
は巨大都市上海の偉容であろう。都市自体について体系的に学ぶ機会を組み込むことは，
都市計画という対象の総合学習的な性格からしても有益と思われる。 
3 月 3 日。武漢で工場見学(後述)。研修時の訪問先は予算制約のために上海から陸路で往
復可能な地域に限定せざるをえないことが判明したが，いずれにせよ見学先選定のための
判断材料を得ることができた。 
 この国際交流科目については，9 月の研修実施後，この場で改めて報告したい。 
以下では，工場見学について所感をまとめてみたい。訪問先は，①「上海華普汽車有限
公司」(Shanghai Maple Automobile Co., Ltd.)[上海市金山区経済工業園区]，②「東風本田
汽車有限公司」(Dongfeng Honda Automobile Co., Ltd.)[湖北省武漢市経済技術開発区]，③
「湖北美島服装有限公司」(Meidao Garment (Group) Co., Ltd.)[ 湖北省黄石市]である。 
 
2.「上海華普汽車有限公司」(Shanghai Maple Automobile Co., Ltd.) 
 第一の訪問先である「上海華普汽車」は，上海市中心部から杭州方面に 60km ほどの距
離に位置する工業団地に拠点をおく「民族系」(外資との合弁関係を有さない)自動車メーカ
ーである。その前身は，吉利汽車の創業者の弟，李書通が 2000 年 8 月に設立した「上海杰
之達有限公司」であるが，2002 年 8 月，吉利汽車によって買収され，「上海華普」と改称
して四輪車の生産を開始した。低価格車イメージの強い「吉利」との差別化を図るために










力年産 5 万台の生産規模を持ち(2005 年前半期の生産台数は 1 万 3213 台)，予定されている

















































か 6 年，二輪車からの転換後では 3 年ほどで輸出能力を持つに至った模倣・学習能力の高
さと，生産技術面での改善余地---それも比較的実現容易な---の大きさを考え合わせると，
現状の問題点はむしろ，今後の競争力改善の可能性の大きさを示唆するものといえるかも
しれない。 
 
